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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ゴーストの発生を長期間にわたって抑えるよう
に除電することのできる除電装置および画像形成装置、
並びに、そこに用いる導光体を提供する。
【解決手段】棒状に延び、一方の端面から光が入射され
導光しながら周面から光を発散させる導光体７２であっ
て、例えば、その導光体７２を周回する向きの角度に応
じて壁厚を異ならせた中空部７２３が形成されていて、
その角度方向の壁厚に応じた光量の光をその角度方向に
発散させるなど、導光体７２を周回する向きの角度に応
じてその角度方向への発散光量を異ならせた形状を有す
る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒状に延び、一方の端面から光が入射され導光しながら周面から光を発散させる導光体
であって、
　当該導光体を周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量を異ならせた形状
を有することを特徴とする導光体。
【請求項２】
　当該導光体を周回する向きの角度に応じて壁厚を異ならせた中空形状を有し、当該角度
方向の壁厚に応じた光量の光を当該角度方向に発散させることを特徴とする請求項１記載
の導光体。
【請求項３】
　当該導光体を周回する向きの複数の角度それぞれにおいて、該複数の角度それそれに応
じた間隔で当該導光体が延びる方向に配列された複数の突起からなる突起列を有し、当該
角度方向の突起の配列間隔に応じた光量の光を当該角度方向に発散させることを特徴とす
る請求項１記載の導光体。
【請求項４】
　棒状に延び、光の照射を受けて除電される被除電体に沿わせて配置され、一方の端面か
ら光が入射されて導光しながら周面から光を発散させる導光体と、
　光を出射して出射した光を前記一方の端面から前記導光体に入射させる光源と、
前記被除電体との対面側に開口を有し前記導光体の該対面側を除いた領域を取り巻いて該
導光体から発散した光を反射する反射体とを備え、
　前記導光体が、当該導光体を周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量を
異ならせた形状を有することを特徴とする除電装置。
【請求項５】
  回転軸の回りに回転しながら静電潜像の形成を受け現像位置で現像を受けてトナー像を
保持し転写位置で該トナー像を転写先に転写する像保持体と、
  前記現像位置において前記像保持体上の静電潜像を現像して該像保持体上にトナー像を
形成する現像器と、
  前記転写位置において前記像保持体上のトナー像を転写先に転写させる転写器と、
  前記像保持体上の転写後の領域に近接配置されて該領域に光を照射することにより該像
保持体を除電する除電器とを備え、
  前記除電器が、
　棒状に延び、前記像保持体に沿わせて配置され、一方の端面から光が入射されて導光し
ながら周面から光を発散させる、周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量
を異ならせた形状を有する導光体と、
　光を出射して出射した光を前記一方の端面から前記導光体に入射させる光源と、
前記像保持体との対面側に開口を有し前記導光体の該対面側を除いた領域を取り巻いて該
導光体から発散した光を反射する反射体とを備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　当該画像形成装置ないし前記感光体の経時ないし履歴に応じて前記導光体の周回する向
きの角度を変更する角度変更部をさらに備えたことを特徴とする請求項５記載の画像形成
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導光体、除電装置、および画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　感光体の静電履歴を消去するために感光体に光を照射して感光体を除電する除電装置が
知られている。ここで、特許文献１には、感光体の電荷を除電するのに用いられる光除電
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装置であって、感光体に対向して配置される導光体と、その導光体の光入射面に光を照射
する光源とを有し、導光体及び／または光源の位置調整を可能とした構成が開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１４１３７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　感光体は断続的に光の照射を受け、それが長期間にわたって継続されると感光体の電荷
輸送層にトラップされるホールが増加し、それにより、感光体の帯電後に画像履歴部の暗
減衰が増大し部分的に電位が低下する。これに起因して、今回作成した静電潜像に前回の
静電潜像の影響が現れるという、いわゆるゴーストが悪化するおそれがある。
【０００５】
　本発明は、ゴーストの発生を長期間にわたって抑えるように除電することのできる除電
装置および画像形成装置、並びに、そこに用いる導光体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
請求項１は、棒状に延び、一方の端面から光が入射され導光しながら周面から光を発散さ
せる導光体であって、
　当該導光体を周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量を異ならせた形状
を有することを特徴とする導光体である。
【０００７】
　請求項２は、当該導光体を周回する向きの角度に応じて壁厚を異ならせた中空形状を有
し、当該角度方向の壁厚に応じた光量の光を当該角度方向に発散させることを特徴とする
請求項１記載の導光体である。
【０００８】
　請求項３は、当該導光体を周回する向きの複数の角度それぞれにおいて、該複数の角度
それそれに応じた間隔で当該導光体が延びる方向に配列された複数の突起からなる突起列
を有し、当該角度方向の突起の配列間隔に応じた光量の光を当該角度方向に発散させるこ
とを特徴とする請求項１記載の導光体である。
【０００９】
　請求項４は、
　棒状に延び、光の照射を受けて除電される被除電体に沿わせて配置され、一方の端面か
ら光が入射されて導光しながら周面から光を発散させる導光体と、
　光を出射して出射した光を前記一方の端面から前記導光体に入射させる光源と、
　前記被除電体との対面側に開口を有し前記導光体の該対面側を除いた領域を取り巻いて
該導光体から発散した光を反射する反射体とを備え、
　　前記導光体が、当該導光体を周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量
を異ならせた形状を有することを特徴とする除電装置である。
【００１０】
　請求項５は、
　回転軸の回りに回転しながら静電潜像の形成を受け現像位置で現像を受けてトナー像を
保持し転写位置で該トナー像を転写先に転写する像保持体と、
  前記現像位置において前記像保持体上の静電潜像を現像して該像保持体上にトナー像を
形成する現像器と、
  前記転写位置において前記像保持体上のトナー像を転写先に転写させる転写器と、
  前記像保持体上の転写後の領域に近接配置されて該領域に光を照射することにより該像
保持体を除電する除電器とを備え、
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  前記除電器が、
　棒状に延び、前記像保持体に沿わせて配置され、一方の端面から光が入射されて導光し
ながら周面から光を発散させる、周回する向きの角度に応じて当該角度方向への発散光量
を異ならせた形状を有する導光体と、
　光を出射して出射した光を前記一方の端面から前記導光体に入射させる光源と、
　前記像保持体との対面側に開口を有し前記導光体の該対面側を除いた領域を取り巻いて
該導光体から発散した光を反射する反射体とを備えたことを特徴とする画像形成装置であ
る。
【００１１】
　請求項６は、当該画像形成装置ないし前記感光体の経時ないし履歴に応じて前記導光体
の周回する向きの角度を変更する角度変更部をさらに備えたことを特徴とする請求項５記
載の画像形成装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の導光体、請求項４の除電装置、および請求項５の画像形成装置によれば、感
光体の経時ないし履歴に応じて導光体の向きを変えることで、経時劣化した被除電体ない
し像保持体に劣化に応じた強さの光を照射し、除電によりゴーストの発生を抑えることが
できる。
【００１３】
　請求項２の導光体によれば、請求項３記載の導光体と比べ、周回する向きの角度を微妙
にあるいは連続的に変えることができる。
【００１４】
　請求項３の導光体によれば、請求項２記載の導光体と比べ、突起を利用することで周回
する向きの角度の調整精度を上げ、その角度を安定的に保つことができる。
【００１５】
　請求項６の画像形成装置によれば、人手をかけずに角度調整が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の画像形成装置の一実施形態としての複写機の外観斜視図である。
【図２】図１に外観を示す複写機の内部構成図である。
【図３】図１，図２に示す画像形成装置に備えられている除電器を、その除電器に隣接す
る感光体とともに示した図である。
【図４】図３に示す矢印Ｘ－Ｘ断面を拡大して示した図である。
【図５】図３，図４に示す導光体を単独で示した側面図（Ａ）と正面図（Ｂ）である。
【図６】本発明のもう１つの実施形態としての導光体の側面図（Ａ）および正面図（Ｂ）
である。
【図７】別例の除電器を示した図である。
【図８】主制御部に記憶されている、導光体の角度調整用のテーブルを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の画像形成装置の一実施形態としての複写機の外観斜視図である。この
複写機１には、本発明の一実施形態としての除電装置および導光体が内蔵されている。
【００１９】
　この複写機１は、原稿読取部１Ａと画像形成部１Ｂとを有する。
【００２０】
　原稿読取部１Ａには、原稿が重ねられた状態に置かれる原稿給紙台１１が備えられてい
る。この原稿給紙台１１上に置かれた原稿は１枚ずつ送り出され、その原稿に記録されて
いる文字や画像が読み取られて原稿排紙台１２上に排出される。
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【００２１】
　また、この原稿読取部１Ａは、奥側を左右に延びるヒンジを有し、そのヒンジを回転中
心として、原稿給紙台１１および原稿排紙台１２を一体的に持ち上げることができ、その
下には、透明ガラス製の原稿読取板１３（図２参照）が広がっている。この原稿読取部１
Ａでは、原稿給紙台１１に原稿を置くことに代えて原稿読取板１３上に原稿を１枚だけ下
向きに置き、その原稿読取板１３上の原稿から文字や画像を読み取ることもできる。
【００２２】
　この原稿読取板１３の前側には、ユーザに向けて様々なメッセージを表示し、また、様
々な操作ボタンを表示して、ユーザからの、原稿読取りや画像形成の指示等の操作を受け
る表示操作部１４が備えられている。
【００２３】
　この原稿読取部１Ａは、その全体が支持フレーム１５により支持されている。
【００２４】
　また、画像形成部１Ｂは、その上面に画像が形成された用紙が排出される排紙台２１が
設けられている。またこの画像形成部１Ｂの前面には、内部の、トナー容器等の部品の交
換や搬送中に詰まった用紙の除去のために開けられる前カバー２２を備えている。また、
その下には、画像形成前の用紙が積み重ねられた状態に収容される引き出し型の３台の給
紙台２３＿１，２３＿２，２３＿３が収容されている。
【００２５】
　また、この画像形成部１Ｂの左側面には、搬送中に詰まった用紙を取り除くときに開か
れる横カバー２４が設けられている。
【００２６】
　さらに、この画像形成部１Ｂの底面には、この画像形成部１Ｂを移動可能とする車輪２
５１が取り付けられている。
【００２７】
　図２は、図１に外観を示す複写機の内部構成図である。
【００２８】
　透明ガラス製の原稿読取板１３の下には、原稿読取光学系３０が配備されている。この
原稿読取光学系３０は、ランプ３１１とミラー３１２とを有する第１ブロック３１と、２
枚のミラー３２１，３２２を有する第２ブロック３２と、画像を表わす光を読み取って画
像信号を生成する光電センサ３３とを有する。
【００２９】
　第１ブロック３１と第２ブロック３２は、原稿読取板１３に沿って矢印Ａ－Ａ'方向に
移動可能であり、初期状態では、図２に示す左寄りの位置にある。
【００３０】
　原稿給紙台１１上に置かれた原稿Ｓは、１枚ずつ送り込まれ、搬送ローラ１６により原
稿読取板１３に接する搬送経路１７上を搬送される。原稿Ｓは、原稿読取板１３に接して
搬送される際にランプ３１１により照射され、原稿Ｓからの反射光がミラー３１２，３２
１，３２２で反射されて光電センサ３３で読み取られ、その原稿Ｓに記録されていた文字
や画像を表わす画像信号が生成される。ランプ３１１による照射を受けた原稿Ｓはさらに
搬送されて原稿排紙台１２上に送り出される。
【００３１】
　原稿が原稿読取板１３上に置かれたときは、第１ブロック３１および第２ブロック３２
が、原稿読取板１３上の原稿の読取位置と光電センサ３３との間の光学的な距離を常に同
一に保つように矢印Ａ方向に移動する。そして、その間、ランプ３１１が原稿を照射し、
光電センサ３３でその原稿上の文字や画像が読み取られて画像信号に変換される。
【００３２】
　光電センサ３３で得られた画像信号は画像処理部３４に入力される。光電センサ３３で
得られた画像信号はＲ（レッド）、Ｇ（グリーン）、およびＢ（ブルー）の各色を表わす
画像信号であり、画像処理部３４は、このＲＧＢの画像信号をＹ（イエロー）、Ｍ（マゼ
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ンタ）、Ｃ（シアン）、およびＫ（黒）の４色分からなる画像データに変換して一時的に
記憶する。そして、後述する潜像形成のための露光の時期に合わせて露光制御部４１に送
信される。
【００３３】
　この画像形成部１Ｂには露光器４２が備えられており、潜像形成にあたっては、露光制
御部４１から露光器４２にＹ、Ｍ，Ｃ，Ｋの画像データが送り込まれ、露光器４２から、
各Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各画像データにより変調された各露光光４２１Ｙ，４２１Ｍ，４２１
Ｃ，４２１Ｋが出射される。
【００３４】
　また、この図２には、露光制御部４１に隣接した位置に主制御部４０が示されている。
この主制御部４０は、マイクロコンピュータと、そのマイクロコンピュータで実行される
プログラムとで構成されていて、露光制御部４１、表示操作部１４（図１参照）、画像処
理部３４、その他図示しない各種電源回路や駆動回路等に接続され、この複写機１の全体
の制御を担っている。
【００３５】
　画像形成部１Ｂの下部には、前述した３台の給紙台２３＿１，２３＿２，２３＿３が左
右の案内レール２４＿１，２４＿２，２４＿３に支持されて収容されている。各給紙台２
３＿１，２３＿２，２３＿３には、用紙Ｐが積み重なった状態に収容されている。各給紙
台２３＿１，２３＿２，２３＿３は、用紙Ｐの補給のために、案内レール２４＿１，２４
＿２，２４＿３に案内されて引出し自在に構成されている。
【００３６】
　それら３台の給紙台２３＿１，２３＿２，２３＿３のうちの、表示操作部１４（図１参
照）の操作等により指定された給紙台（ここでは一例として給紙台２３＿１とする）から
は、用紙Ｐがピックアップロール２５により送り出され、さばきロール２６により１枚ず
つに分離され、その１枚の用紙Ｐが搬送ロール２７により上方に搬送され、待機ロール２
８によりそれ以降の搬送のタイミングが調整されて、さらに上方に搬送される。この待機
ロール２８以降の用紙の搬送については後述する。
【００３７】
　この画像形成部１Ｂの中央部分には、Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各色のトナーによるトナー像を
形成する４つの像形成ユニット５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃ，５０Ｋが配置されている。これ
ら４つの像形成ユニット５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃ，５０Ｋは、使用するトナーの色が異な
ることを除き、互いに同一の構成を有するため、ここでは像形成ユニット５０Ｙを取り挙
げてその構成を説明する。
【００３８】
　この像形成ユニット５０Ｙは、図２に矢印Ｂで示す向きに回転する感光体５１を有し、
その感光体５１の周囲に、帯電器５２、現像器５３、クリーナ５５および除電器５６が配
置されている。また、後述する中間転写ベルト６１を感光体５１との間に挟んだ位置には
、転写器５４が置かれている。
【００３９】
　感光体５１はロール形状を有し、帯電により電荷を保持し露光によりその電荷を放出し
てその表面に静電潜像を保持する。
【００４０】
　帯電器５２は、感光体５１の表面をある帯電電位に帯電する。
【００４１】
　また、この画像形成部１Ｂは、前述した露光器４２を有する。この露光器４２には、露
光制御部４１から画像信号が入力され、その入力された画像信号に応じて変調された露光
光４２１Ｙ，４２１Ｍ，４２１Ｃ，４２１Ｋを出射する。感光体５１は、帯電器５２によ
る帯電を受けた後、露光器４２からの露光光４２１Ｙの照射を受け、感光体５１の表面に
静電潜像が形成される。
【００４２】
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　感光体５１は、露光光４２１Ｙの照射を受けて表面に静電潜像が形成された後、現像器
５３により現像され、その感光体５１の表面にトナー像（この像形成ユニット５０Ｙでは
イエロー（Ｙ）のトナーによるトナー像）が形成される。
【００４３】
　現像器５３は、内部にトナーとキャリアとからなる現像剤を収容したケース５３１内に
、現像剤を攪拌する２本のオーガ５３２＿１，５３２＿２と、現像剤を感光体５１に対向
した位置に運ぶ現像ロール５３３とを有する。感光体５１上に形成された静電潜像の現像
にあたっては、現像ロール５３３にバイアス電圧が印加され、そのバイアス電圧の作用に
より、現像剤中のトナーが、感光体５１上に形成された静電潜像に従って感光体５１上に
付着し、トナー像が形成される。
【００４４】
　現像器５３による現像により感光体５１上に形成されたトナー像は、転写器５４の作用
により中間転写ベルト６１上に転写される。
【００４５】
　さらにクリーナ５５により、転写後の感光体５１上に残存するトナーが感光体５１上か
ら取り除かれる。
【００４６】
　除電器５６は、感光体５１の、残存するトナーがクリーナ５５により取り除かれた後の
領域に光を照射する。感光体５１は除電器５６からの光の照射を受けて除電される。この
除電器５６は本発明の除電装置の一例であり、かつ本発明の画像形成装置にいう除電器の
一例である。また、感光体５１は、本発明の除電装置にいう、光の照射を受けて除電され
る被除電体の一例であり、かつ本発明の画像形成装置にいう像保持体の一例である。
【００４７】
　中間転写ベルト６１は、複数のロール６２に架け回された、無端の、矢印Ｃ方向に循環
移動するベルトである。
【００４８】
　像形成ユニット５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃ，５０Ｋのそれぞれで形成された各色トナーに
よるトナー像は、順次重なるように中間転写ベルト６１上に転写され、転写器６３が配置
された二次転写位置に搬送される。これと同期して、待機ロール２８にまで搬送されてき
ていた用紙が二次転写位置に搬送され、転写器６３の作用により、中間転写ベルト６１上
のトナー像が、搬送されてきた用紙上に転写される。このトナー像の転写を受けた用紙は
、さらに搬送され、定着器６４による加圧および加熱により用紙上のトナー像がその用紙
上に定着され、定着されたトナー像からなる画像が用紙上に形成される。画像が形成され
た用紙はさらに搬送され、排出ローラ６５により、排紙台２１上に排出される。
【００４９】
　転写器６３によりトナー像を用紙上に転写した後の中間転写ベルト６１はさらに循環移
動し、その表面に残存するトナーがクリーナ６６によって中間転写ベルト６１上から取り
除かれる。
【００５０】
　また、画像形成部１Ｂの、中間転写ベルト６１よりも上方には、容器装着部２９Ｙ，２
９Ｍ，２９Ｃ，２９Ｋが設けられている。これらの容器装着部２９Ｙ，２９Ｍ，２９Ｃ，
２９Ｋには、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ），シアン（Ｃ）、および黒（Ｋ）の各色ト
ナーを収容するトナー容器６７Ｙ，６７Ｍ，６７Ｃ，６７Ｋが装着されている。これらの
トナー容器６７Ｙ，６７Ｍ，６７Ｃ，６７Ｋに収容されている各色トナーは、対応する各
現像器５３におけるトナーの消費量に応じて各現像器５３に補給される。
【００５１】
　図３は、図１，図２に示す画像形成装置に備えられている除電器を、その除電器に隣接
する感光体とともに示した図である。また図４は、図３に示す矢印Ｘ－Ｘ断面を拡大して
示した図である。
【００５２】
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　この除電器５６は、光源７１と、導光体７２と、反射体７３とを有する。この光源７１
は、例えばＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｅｄ　Ｄｉｏｄｅ）からなり、あらかじめ定
められた射出角を持って光を射出する。この光源７１は、画像形成部１Ｂ（図１，図２参
照）の筐体に固定された支持部材２９１に固定されている。
【００５３】
　また、導光体７２は、感光体５１に沿って棒状に延び、光源７１から射出された光を一
方の端面７２１から入射し導光しながら周面から光を発散させる。この導光体７２は、光
源７１と同様、その両端部が、画像形成部１Ｂ（図１，図２参照）の筐体に固定された支
持部材２９２ａ，２９２ｂに支持されている。
【００５４】
　また、反射体７３は、図４に示すように、導光体７２の、感光体５１との対面側に開口
７３１を有し、その対面側を除いて導光体７２を取り巻いて、その導光体７２から反射体
７３に向かって発散してきた光を反射する。これにより、光源７１から射出され導光体７
２に入射した光は、光を周囲に発散させながら導光体７２内を進み、図３に矢印Ｌで示す
ように感光体５１を照射する。すなわち、導光体７２で感光体５１側に発散された光は直
接に感光体５１を照射し、また、反射体７３側に発散された光は反射体７３で反射され再
び導光体７２を通って感光体５１を照射する。
【００５５】
　このようにして、感光体５１は、その回転軸方向のいずれの点においても、光の照射を
受けて除電される。
【００５６】
　ここで、導光体７２には、図４に示すように、断面円形の中空部７２３が形成されてい
る。この導光体７２は、本発明の導光体の一例である。以下、この導光体７２について詳
述する。
【００５７】
　図５は、図３，図４に示す導光体を単独で示した側面図（Ａ）と正面図（Ｂ）である。
【００５８】
　この導光体７２は、断面外形が円形であって棒状に延びたロッド形状を有する。また、
この導光体７２は、内側に、これも断面円形であって長く延びた中空部７２３を有する。
ただし、この中空部７２３は、その断面の円の中心が外形の円の中心からずれている。こ
のため、この導光体７２は、この導光体７２を周回する向きの角度に応じて壁厚が異なっ
ている。そして、この導光体７２は、角度に応じて壁厚が異なることによって、その角度
方向に応じた光量の光をその角度方向に発散させる。このため、この導光体７２は、反射
体７３で反射されるものの、その反射体７３の開口７３１から導光体７２のどの壁厚の角
度部分を露出させて感光体５１に対面させるかに応じて、感光体５１への照射光量が異な
ることになる。
【００５９】
　そこで、この複写機１を設置した当初は、図４に示すように、導光体７２の壁厚の厚い
角度方向を感光体５１に向けておき、使用履歴等に応じて定期あるいは不定期に、徐々に
壁厚の薄い角度方向を感光体５１に向けて行く。こうすることで、感光体５１が経時で劣
化すると、その劣化の程度に応じた強さの光が感光体５１に照射される。このため、感光
体５１が長期間にわたって十分に除電され、ゴーストの発生が抑えられる。
【００６０】
　ここで、感光体５１に光を照射すると、それによっても感光体５１の劣化が進む。そこ
で、ここでは、感光体５１に最初から強い光を照射するのを避け、弱い光で十分に除電で
きる期間は照射する光の光量を弱め、光の照射による感光体５１の劣化を抑えている。
【００６１】
　この図５に示した導光体７２によれば、周面から発散される光量が周回する向きに応じ
て連続的に変化するため、角度を微妙に調整することで光量をを微妙に調整し、あるいは
角度を連続的に変えることで光量を連続的に変えることができる。
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【００６２】
　図６は、本発明のもう１つの実施形態としての導光体の側面図（Ａ）および正面図（Ｂ
）である。
【００６３】
　この図６に示す導光体７２'には、その外面に多数の突起７２５が形成されている。
この導光体７２'は、それらの突起７２５を除くと、図５に示した導光体７２と同様、断
面外形が円形であって棒状に延びた形状を有する。また、この導光体７２'にも、その内
側に、断面円形であって長く延びた中空部７２４が形成されている。ただし、この図６に
示す導光体７２'の中空部７２４は、その中心が外形の円形の中心と一致している。した
がって、多数の突起７２５を除き、膜厚は、この導光体７２'を周回する方向のいずれの
角度においても同一である。
【００６４】
　ここで、この導光体７２'に形成されている突起７２５は、この導光体７２'を周回する
方向の複数の角度（ここでは９０°ごとの４つの角度）それぞれにおいて導光体７２'が
延びる方向に配列され、各角度ごとの突起列７２６を形成している。そして、それらの突
起列７２６は、各突起列７２６を構成している複数の突起７２５の配列間隔が各突起列７
２６ごとに異なる突起列である。このため、この導光体７２'の端部から光を入射すると
、突起７２５で光が減衰し、突起７２５が密に配列されている突起列が設けられている角
度方向には、その突起列７２６で大きく減衰して弱い光が発散され、突起７２５が粗く配
列されている突起列７２６が設けられている角度方向には、その突起列７２６で弱くしか
減衰されずに強い光が発散される。
【００６５】
　そこで、図１に示す複写機１に、図５に示した導光体７２の代わりにこの図６に示した
導光体７２'を採用し、複写機１の最初の使用時には、突起７２５が密に配列された突起
列７２６が感光体５１の方向を向くように導光体７２'を設置しておき、使用履歴等に応
じて定期あるいは不定期に、徐々に、突起７２５の配列間隔の広い突起列７２６が感光体
５１の方向を向くように調整してもよい。
【００６６】
　この図６に示した導光体７２’によれば、突起７２５が設けられているため、その導光
体７２’を支持する支持部材にその突起７２５に対応した孔を設けることなどにより周回
する向きの角度を容易に高精度に調整し、また、その角度を安定的に保つことができる。
【００６７】
　図７は、別例の除電器を示した図である。この図７において、図３に示した除電器と同
じ構成要素には、図３において付した符号と同一の符号を付して示し、相違点のみ説明す
る。
【００６８】
　この図７に示す除電器５６'には、導光体７２を回転させるモータ７２７が備えられて
いる。このモータ７２７は、主制御器４０（図１参照）からの指令を受けて導光体７２を
回転させ、導光体７２の、感光体５１に対面する角度方向を調整する。
【００６９】
　図８は、主制御部に記憶されている、導光体の角度調整用のテーブルを示した図である
。
【００７０】
　この図８に示すテーブルには、プリント枚数と導光体７２の角度との対応付けが記憶さ
れている。
【００７１】
　複写機１の使用を開始した当初は、導光体７２は、感光体５１に、壁が最も厚い角度０
°の方向を向けている。この複写機１でのプリント枚数が１００，０００枚に達すると、
主制御器４０はモータ７２７に指令を出して導光体７２の４５°の角度方向が感光体５１
に向くように、導光体７２を回転させる。以下、同様にして、プリント枚数が１，０００
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対面する向きとなるように、モータ７２７により導光体７２が回転する。
【００７２】
　この例のように、導光体７２の向きを自動で変えるように構成してもよい。
【００７３】
　なお、導光体７２の向きを自動で変えるにあたっては、プリント枚数に応じて変えるこ
とのほか、この複写機１ないし感光体５１の稼働時間や、この複写機１を設置して使用を
開始してからの経過時間、感光体５１を新たな感光体５１に交換したときは交換時からの
稼働時間ないし経過時間等に応じて変えてもよく、導光体の向きを変えるタイミングを与
える指標として、この複写機１ないし感光体５１の様々な履歴ないし経時を利用すること
ができる。
【００７４】
　また、ここでは、導光体について、図５と図６に示す２例について説明したが、本発明
の導光体は、これら図５，図６に示した形状に限られるものではなく、導光体を周回する
向きの角度に応じてその角度方向への発散光量を異ならせた形状を有するものであればよ
い。
【符号の説明】
【００７５】
　１　　　　複写機
　１Ａ　　　原稿読取部
　１Ｂ　　　画像形成部
　４２　　　露光器
　５０Ｙ，５０Ｍ，５０Ｃ，５０Ｋ　　　像形成ユニット
　５１　　　感光体
　５２　　　帯電器
　５３　　　現像器
　５４　　　転写器
　５５　　　クリーナ
　５６，５６'      除電器
　６１　　　中間転写ベルト
　６３　　　転写器
　６４　　　定着器
　６５　　　排出ローラ
　７１　　　光源
　７２，７２'      導光体
　７３　　　反射体
　７２１　　入射側端面
　７３１　　開口
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